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今
年
は
戦
後
・
被
爆
80
年
、

昨
年
末
に
は
日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

荒
川
区
も
平
和
事
業
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
「
予

算
の
重
点
項
目
」
に
は
、
見
当

た
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
２
月

14
日
の
代
表
質
問
で
、
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を

求
め
る
こ
と
や
区
と
し
て
の
取

組
み
を
求
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
非
核
都
市
宣
言
」

の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。
現
在

荒
川
区
に
は
、
「
平
和
都
市
宣

言
」
は
あ
り
ま
す
が
、
「
非
核
」

の
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
提
案
で
は
…

◎
ウ
イ
ー
ン
市
と
の
高
校
生
相

互
派
遣
事
業
で
マ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ

ン
強
制
収
容
所
・
東
京
大
空
襲

資
料
セ
ン
タ
ー
へ
そ
れ
ぞ
れ
訪

問
す
る
な
ど
平
和
を
育
む

◎
区
民
が
行
う
原
爆
展
や
戦
争

展
、
尾
久
初
空
襲
平
和
学
習
な

ど
展
示
物
移
動
費
用
な
ど
積
極

的
な
支
援
を
行
う
こ
と

◎
広
島
長
崎
平
和
式
典
へ
の
中

高
生
の
派
遣
・
被
爆
者
の
声
を

直
接
聞
く
な
ど
継
続
的
な
平
和

事
業
を
取
組
む
…
な
ど

ぜ
ひ
実
施
向
け
た
声
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

定例法律相談

３月３日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

荒
川
区
が
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
に
委
託
し
て
き
た
「
放

置
自
転
車
対
策
業
務
」
を
３
月
31

日
で
打
切
り
民
間
業
者
に
切
り
換

え
る
と
、
業
務
に
携
わ
っ
て
る
会

員
さ
ん
に
突
然
（
１
月
21
日
説
明

会
）
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が
、
大

き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
に
も
何
人
も
の

方
か
ら
「
ど
う
い
う
こ
と
か
！
」

と
電
話
・
メ
ー
ル
が
届
い
て
い

ま
す
。
議
会
に
何
の
報
告
も
な

く
私
た
ち
も
突
然
の
こ
と
で
ビ
ッ

ク
リ
。
担
当
課
長
に
説
明
と
区

の
責
任
で
対
応
を
求
め
ま
し
た

が
、
誰
も
納
得
し
て
な
い
で
し
ょ

う
。
80
名
も
の
方
が
影
響
を
受

け
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
は

「
生
き
が
い
就
労
」
だ
け
で
な

く
、
生
活
費
の
一
部
で
す
。
物
価

高
騰
の
中
、
打
撃
は
さ
ら
に
大
き

い
の
で
す
。
元
気
で
暮
ら
せ
る
た

め
に
、
年
金
引
き
上
げ
と
高
齢
者

の
仕
事
づ
く
り
支
援
は
重
要
課
題

だ
と
感
じ
ま
す
。

横
山
幸
次

２月１９日の本会議で町屋さくら復活など

を求める陳情２件が採決されました。日本共

産党区議団は、相馬ゆうこ議員が採択を主張

する討論を行いました。コミバス廃止の代替

えも無い中で「復活を求める」のは、当然のことです。また、

陳情の項目でもある、利用者実態調査の実施、コミバスなど

地域公共交通で移動の自由を保障することは区の責務である

ことなど明らかにしました。しかし、採決では、自民、公明、

ゆいの会などが採択に反対し、不採択となりました。採択に

賛成したのは、日本共産党区議団と立憲民主党でした。歳を

重ねても、障害を持っていても、社会参加、文化芸術にも触

れることができ、医療や福祉などの施設へのアクセスできる、

そんな地域公共交通の整備を粘り強く求めていきます。

２
月
14
日
か
ら
始
ま
っ
た
来
年
度
予
算
案
な
ど
審
議
す
る
荒
川

区
議
会
２
月
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

北
村
議
員
、
小
島
議
員
、
相
馬
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
本
会
議
で
一
般

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
内
容
な
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当初予算で過去最高1,319億円、

前年比で100億円以上増えていま

す。異常な物価高騰、実質賃金は

24ヶ月連続マイナス、年金も実質

マイナス、暮らしが大変です。暮ら

しと命を守る予算編成に向けて、

区民の目線・願いに寄り添い予算

特別委員会にのぞみます。

滝
口
区
長
は
、
施
政
方
針
演

説
で
「
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
た

負
担
軽
減
」
と
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
の
予
算
案
で
は
、

物
価
高
騰
対
策
は
、
極
め
て
不

十
分
で
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
・
障
害

者
施
設
を
対
象
に
事
業
継
続
や

人
材
確
保
で
の
緊
急
支
援
や
区

の
紙
お
む
つ
購
入
助
成
を
必
要

な
人
が
必
要
な
枚
数
を
使
え
る

制
度
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

住
ま
い
は
人
権
・
家
賃
助

成
の
検
討
を

こ
の
中
で
、
住
宅
困
窮
者
へ

の
支
援
は
緊
急
で
す
。
荒
川
区

の
区
営
住
宅
は
高
齢
者
単
身
用

区
営
住
宅
は
、
２
０
２
２
年
15

戸
に
対
し
て
申
込
は
１
５
０
人
、

倍
率
10
倍
。
都
営
住
宅

の
倍
率
は
２
０
２
４
年

５
月
募
集
で
西
尾
久
４

丁
目
１
〜
２
人
用
１
戸

１
０
１
倍
・
町
屋
６
丁
目
第
二

２
人
以
上
43
倍
・
南
千
住
４
丁

目
３
人
以
上
51
倍
で
す
。

東
京
都
は
、
新
規
都
営
住
宅

建
設
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
杉
並
区
は
、

区
営
住
宅
に
申
し
込
ん
で
落
選

し
た
ひ
と
り
親
世
帯
で
子
ど
も

３
人
以
上
の
場
合
の
家
賃
助
成

制
度
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

荒
川
区
で
も
富
裕
層
向
け
の

タ
ワ
マ
ン
建
設
で
な
く
、
ひ
と

り
親
・
高
齢
者
を
始
め
、
住
宅

困
窮
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
を
検

討
を
求
め
ま
し
た
。

裏面 「区内に交通不便地域は無い」（区）は本当か？など



全人口 65歳以上 高齢化率

町屋５丁目 4,165 978 23.48%

町屋６丁目 3,653 1,251 27.01%

町屋７丁目 3,653 995 27.23%

町屋８丁目 3,082 736 23.88%

町屋１丁目 3,742 823 22.12%

上記の合計 18,295 4783 26.14%

荒川区全体 222,278 48,823 21.96%

町屋さくら沿線の丁目別高齢者人口

　　　　　　　　　（今年1月1日現在）

今
回
の
本
会
議
質
問
で
も
地

域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
な
ど

求
め
ま
し
た
が
、
区
は
、
「
地

形
が
平
坦
」
「
交
通
機
関
が
整

備
」
さ
れ
交
通
不
便
地
域
が
基

本
的
に
無
い
と
し
て
「
必
要
性

が
高
く
な
い
」
と
消
極
的
な
答

弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

実
際
は
ど
う
な
の
か
？
検
証

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
、
東
京
都
が
コ
ミ
バ

ス
補
助
の
条
件
と
し
て
い
る

「
交
通
空
白
地
域
」
で
あ
る
バ

ス
停
、
鉄
道
駅
か
ら
半
径
２
０

０
ｍ
以
遠
を
基
準
に
町
屋
さ
く

ら
沿
線
を
見
て
い
き
ま
す
。
左

の
地
図
の
○
内
が
半
径
２
０
０

ｍ
。
町
屋
５
〜
８
丁
目
、
１
丁

目
で
は
、
都
営
住
宅
と
主
要
な

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
は
す
べ
て
２

０
０
ｍ
以
遠
で
す
。
特
養
ホ
ー

ム
や
障
害
者
施
設
も
以
遠
。
台

東
区
、
墨
田
区
な
ど
近
隣
区
は
、

半
径
２
０
０
ｍ
以
遠
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
対
象
に
し

て
い
ま
す
。

第
二
に
、
や
は
り
距
離
だ
け

で
無
く
日
本
共
産
党
都
議
団
が

提
案
し
て
い
る
よ
う
に
、
高
齢

者
な
ど
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え

る
べ
き
で
す
。
ち
な
み
に
今
年

１
月
の
高
齢
者
の
割
合
を
み
る

と
、
全
区
が
21
％
台

で
す
が
、
町
屋
さ
く

ら
沿
線
地
域
は
平
均

で
26
％
台
と
５
ポ
イ

ン
ト
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
（
下
表
）

も
う
一
つ
は
、
公

共
施
設
や
小
売
店
な
ど
へ
の
ア

ク
セ
ス
で
す
。
こ
の
地
域
は
、

買
い
物
不
便
地
域
で
あ
り
、
区

民
事
務
所
や
区
役
所
に
行
く
に

も
不
便
で
す
。

区
は
な
ぜ
こ
う
し
た
実
態
を

無
視
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

区
は
誰
も
が
自
由
に
移
動
で

朝
日
新
聞
が
２
月
15
、
16
日
に
実
施
し
た
全
国

世
論
調
査
で
、
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
に
つ
い
て

賛
否
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
賛
成
が
63
％
で
、
反
対

の
29
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
賛
否
に
男
女
差
は
ほ

ぼ
な
く
、
年
代
別
で
は
18
〜
29
歳
で
賛
成
80
％
、

反
対
16
％
な
ど
、
60
代
ま
で
の
い
ず
れ
の
年
代
で

も
賛
成
が
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
70
歳
以

上
で
は
47
％
対
42

％
と
賛
否
が
割
れ

て
い
ま
す
。
賛
成

は
、
自
民
支
持
層

で
59
％
、
無
党
派

層
で
67
％
だ
っ
た
。

内
閣
支
持
層
で
は

63
％
で
す
。

選
択
的
夫
婦
別

姓
の
実
現
へ
政
治

を
動
か
す
と
き
で

す
。

とき ３月２日（日曜）午前１０時から午後２時まで

会場 東尾久運動場多目的広場（東尾久7-1-1）

ブース出展内容

「知る・見る・体験する」

☆感震ブレーカー展示

☆大規模地震時の通電火

災を防ぐ感震ブレーカー

の紹介展示

☆Ｎゲージへの給電実演

展示している電気自動車

からＮゲージへ給電

☆災害時給水ステーショ

ン、キッチンカー

旧町屋さくら路

線

日本共産党都議団の提言（抜粋）
交通不便地域をなくすコミュニティバス

もっと増やしもっと便利に

①都の運行費補助は、運行開始から３年限りです。その後は不採算

路線でも都の財政支援はありません。コミュティバスをもっと増や

すために、都の運行費補助の3年限りという年限を撤廃または延長

します。

②都の補助制度は、既存バス停や鉄道駅から半径200㍍以遠の地域

を走行すること等の「交通空白地域」の要件があるため、23区の路

線の多くは都の補助を受けることができず、区単独事業として実施

されています。「交通空白地域」などの補助要件を、駅やバス停か

らの距離だけでなく、高齢者をはじめ都民の生活実態を踏まえて大

幅に緩和します。


